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１．フルート実技（科目名「副科器楽A」）     
 「副科器楽 A」（フルート実技）は，例年演奏学科 2 年生のうち，2～5 名の受講者がおり，本年度
は 3 名が履修したが，最終的には，2 名が履修することになった。2 名とも主専攻は声楽であり，副
科器楽 A(前期)，副科器楽 B(後期)として受講している。受講動機は，2 名とも以前から興味のある楽


























































２．クラリネット実技（科目名「副科器楽Ａ」）    






































































３．サクソフォーン実技（科目名「副科器楽A」）    















































 （西本 淳） 
 















































５．ヴィオラ実技（科目名「副科器楽Ａ」）      





















































６．チェロ・ギター実技（科目名「副科器楽A」）    
副科チェロ・副科ギターは例年，演奏学科 2 年生のうち，各楽器に対して 3～5 名の受講者がいる。













































７．電子楽器（科目名「実用楽器入門」）     
科目名「 実用楽器入門」は，応用音楽学科 2 年生の専門教育科目で，音楽療法士（補）の受験資
格に伴う必修科目である。この授業は 1 年間の通年科目で，前期では，打楽器 4 回，ギター11 回，後





































































８．箏実技（科目名「邦楽」）      
 本講座は，多少の増減はあるが，例年，演奏学科（3 年）20 名，応用音楽学科（4 年）10 名と，年
度によっては教育学科から 5 名程の受講生がおり，本年度は 34 名が履修している。一クラスの受講
者は 10 名前後としている。 
 本科目の講座概要は，通年 30 回の授業で，日本の伝統音楽の種類と特徴，和楽器の種類と解説，
箏の基礎知識，基本の技法・奏法，調絃，楽譜の見方，唱歌，箏の演奏と歌唱，地歌三味線の演奏，
箏と地歌三味線の合奏，箏曲「六段の調」の実習，新しい曲の演奏の項目に分け，特に調絃が取れる
ようになる事，箏曲では最も有名な「六段の調」が演奏できるようになる事を目標として指導する。 
目的:学校教育において「和楽器の履修」が義務となっている現状では，その指導者の育成は急務である。その必要性
は学校だけにとどまらず，一般社会においても望まれている。本講座では，邦楽を邦楽器（箏）の演奏と歌唱の両面か
ら学び，基礎知識及び演奏法の習得を目的とする。  
本科目は，中高教科音楽を教授するに足る基礎的知識及び技能等を修得し，教職実践力と関連づけて理解することを一
目的とする。  
達成目標:箏の基礎知識を理解できるようになることはもちろんであるが，箏の奏法を習得し，演奏できるようになる
ことを最も重要と考え，到達目標とする。  
教職課程履修学生は，学修内容を中高教科音楽の内容及び教材に関連づけて主体的に探求する。  
授業内容:日本の伝統楽器である箏の歴史及び箏にまつわる日本音楽を学び，演奏においては箏の基本的な演奏法・楽
譜の見方・調絃等を実習し，歌唱においては，地歌箏曲の理解，曲の成り立ち及び洋楽と地歌箏曲との発声法の違い等
を学ぶ。また，教職を取る学生のために，学校教育における邦楽(箏)の指導をするため，洋楽用語との表現方法の違い
を踏まえ，邦楽用語の理解を深める。 
箏の実習に入る前に，箏の知識だけではなく，日本の伝統音楽の種類や歴史，和楽器の種類や特性
の解説を行うのであるが，約 1300 年の歴史ともなればかなりの量になり，和楽器も何十種類にもな
るので，歴史の場合は種目毎に解かりやすくまとめ，楽器については特徴や特性を記した資料を作成・
配布し，さらに理解しやすいように，例えば，能に使用される楽器（小鼓・大鼓・太鼓・能管）に謡
を加えたのが，雛祭りに飾る人形の“五人囃子”であり，携えている楽器がそれに当たるというように
身近に存在する物や実際に目にすることのできる物，新聞や演奏会のプログラムに記載されている事
項を応用したり等の工夫をし，日本音楽全体の知識を深める。そうすることで，日本音楽を身近に感
じ，箏に対しても興味を持って実習に入れるように思う。 
 箏は“こしらえ”と言われる楽器の準備から始め，調絃をして初めて演奏できる楽器だが，この調絃
が初心者には大変難しいことである。調絃，すなわち音を合わすためには，決められた指使い，音を
取る順番，手順に加え，音が合っているかの聞き分け等，同時に覚えなければならない事が多く，最
初は戸惑いもあり，調絃を取るだけでかなりの時間を要するが，毎回，授業開始時に自分が使う箏の
セッティングをし，調絃を取るという作業を行い，少しずつ進めていく。繰り返し行うことで，回数
を重ねるにつれ，短時間での調絃が可能になり，調絃を取る事と同時に，座り方や正しい姿勢，爪の
当て方，基本の弾き方も学ぶことになる。また，基本の調絃である「平調子」も覚えることになるが，
直ぐに修得できるものではなく受講生・指導者双方にとって非常に根気が必要となる部分でもある。 
 次の段階では，楽譜の見方や右手・左手の奏法，唱歌，歌唱の説明後，楽譜を用い，練習曲や「さ
くら」の実習をする。歌唱については，歌詞の意味を理解し，どのような内容を歌っているのかを考
え，箏曲本来の「弾き歌い」で演奏する。しかし，ほとんどの受講生が初めて箏を弾く中，手順を覚
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えて弾くだけでも精一杯な段階において，弾きながら歌うのは非常に大変とは思うが，繰り返し練習
を行ううちに弾き歌いができるようになり，受講生達の柔軟さには感心させられる。 
 ここまでが前期での取り組みとなるが，前期の後半には，受講生は「平調子」が取れるまでになっ
ており，簡単な曲であれば楽譜を見て演奏できるまでになっている。 
 後期では，三味線の実習も行う。教材では，三味線音楽としては“長唄”を取り上げている場合が多
いが，本講座では，箏曲と繋がりの深い“地歌”を選択し，三味線音楽，三味線の種類，三味線の構造，
地歌と長唄の違い，地歌と箏曲との関連をまとめた資料を配布し，説明する。 
時間の制約もあり，三味線の構え方や基本的な奏法だけの実習であるが，その上で「さくら」を練
習し，箏との合奏という形も取りながら進める。箏以上に初めて三味線を弾くという受講生が多く，
箏同様，容易なものではないが，箏の最初の頃の様子に比べれば楽しんで弾いているように見受けら
れ，箏との合奏という形も楽しいようで，受講生からはもう少し弾きたいとの声もある。 
 この後「六段の調」の実習に入るが，前期で学習した基本的な奏法に加え「六段の調」に必要な奏
法や楽譜に記されている用語の意味や邦楽と洋楽の用語の記譜の違い等も合わせて説明の上，実習す
る。数多く弾くことに重点を置き，毎回，授業前半には，前回授業の復習をしてから次の課題に進み，
個人で練習する時間を与え，反復練習し，全員での演奏・合奏を繰り返し行う。邦楽は，洋楽と違い
大人数で演奏する場合でも指揮はなく，演奏者それぞれが息を合わして演奏しなければならず，お互
いが相手や周りに合わす点では自分本位での考えや行動では成り立たず，演奏を通して協調性を培い，
教職の場においても役立ててもらいたい。 
また，授業では演奏するだけ，説明を聞くだけにせず，質問や疑問がないかを問いかけ，あればそ
の答えを自分達で導き出せるような方向で進めている。 
 最終授業では，総仕上げとして「六段の調」の初段を一人で演奏するが，全くの初心者であった受
講生も，週に一限，20 回程度の授業数で，箏のこしらえ，調絃，基本的な奏法は修得し，演奏も目標
に達するまでに上達している。 
 受講生からは「普段弾くことのない箏が弾ける」，「基礎から学べる」，「一人一人に箏が与えられる
のでしっかり練習できる」という声や，「最初のうちは初めてのことや覚えなければならない事が多い
ので大変だが弾けるようになってくれば楽しい」，「もっといろいろ曲を弾きたい」との意見もある。
これらから，学習していく上で，興味を持つが重要と考える。興味を持つ事により探求心も芽生え，
いろんな角度から物事を見たり考えたりする事が出来，こちらが思いも付かない疑問点や質問も出て
くる。そのような向上心や興味をいかに引き出すかが指導する立場としては毎回考えるところである。 
 受講生には本講座で修得した知識や技術を存分に発揮できるように，さらに工夫をしていきたい。 
（菊萌文子） 
 
まとめにかえて 
 以上，教職課程における器楽指導の実践について，専門楽器別に検討を行ってきた。各楽器で習得
すべき具体的な内容は異なるものの，受講者は音楽を専門的に学んでいる学生である前提の下，１年
間で基礎的な技能が習得できるよう体系的な指導が行われていることが理解された。それぞれの指導
内容をみると，①楽器の準備，②楽器の背景と構造，③技術，④音楽のイメージが共通して重視され
る指導内容として浮かび上がる。①楽器の準備は，楽器の準備段階は，楽器演奏（音楽）の一部であ
ることを示し，②楽器の背景と構造については，受講生が選択した楽器を使って音楽を表現するため
− 82−
12 
 
に理解が欠かせない。そして，③技術については，演奏段階では無数の技術が同時に使われるため，
練習時には特に重要な技術に焦点を当て，単純化して習得した後に数種類の技術を組み合わせていく
方法がとられている。④音楽のイメージは，最終的な到達目標であり，楽器を習得していく過程で主
軸をなすものである。 
 今回は，指導内容を中心にまとめたが，今後は受講生からの反応や意見などを集め，より効果的な
指導が行えるよう工夫していきたい。 
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